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NY マーケットレポート（2020 年 10 月 30 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00 分～午前 5 時 30 分まで） 
 

主要な米経済指標の結果 

9 月個人所得（前月比） 0.9％（予想 1.7%・前回 1.6%） 

9 月個人支出（前月比） 1.4％（予想 1.0%・前回 1.0%） 

9 月の米個人所得と個人支出は、ともに市場予想を上回る伸びとなった。労働市場が緩やかながら回復が

続いていることから、全体的な所得増につながった。賃金・給与は+0.8％（前月+1.4％）、可処分所得

は+0.9％（-2.9％）、貯蓄率は 14.3％（14.8％）と 5 ヵ月連続での低下となったが、依然として 2 桁増

（2 月は 8.2％）となっている。 

 

データを基に SBILM が作成 
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データを基に SBILM が作成 

 

10 月シカゴ購買部協会景気指数 61.1（予想 58.0・前回 62.4） 

10 月のシカゴ購買部協会景気指数は、市場予想を上回ったものの、2018 年 11 月以来の高水準となった

前月からは低下した。ただ、景気の判断基準となる 50 を 4 ヵ月連続で上回っている。 

 

データを基に SBILM が作成 
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10 月ミシガン大学消費者信頼感指数 81.8（予想 81.2・前回 81.2） 

10 月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の確報値は、10 月の速報値から 0.6 ポイント上昇し、3 月以来

7 ヵ月ぶりの高水準となった。現状指数は 85.9 で 10 月速報値から 1.0 ポイント上昇、先行指数 79.2 と

10 月速報値から 0.4 ポイント上昇した。一方、1 年後のインフレ期待は 2.6％で 10 月速報値から 0.1 ポ

イント低下した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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米主要株価指数は反落 

米株式市場では、米国の 1 日当たりの新型コロナウイルスの感染者数が過去最多を更新したことで、米

景気回復の遅れが引き続き懸念され、主要株価指数は序盤から軟調な動きとなった。ダウ平均株価指数

は、一時前日比 515 ドル安まで下落、さらに米大統領選の投票を控えて買い手控えムードがあったこと

も影響した。その後、ダウ平均は終盤に下げ幅を縮小し、157.51 安（-0.59％）で終了。一方、ハイテク

株中心のナスダックは、前日の IT 大手アップルの決算で減益が発表されたことが嫌気されて下げ幅を拡

大し、274.00 ポイント安（-2.45％）で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは主要通貨に対して堅調な動き 

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとなった。ドルは、

アジア時間に対円で 104.13 まで下落したものの、104 円台割れとならなかったことから値頃感のドル買

い戻しの動きが優勢となり、一時 104.74 まで上昇した。さらに、米経済指標が軒並み市場予想を上回る

結果となったことも下支え要因となった。一方、月末のユーロ買い戻しの動きから、ユーロはドルや円

に対して堅調な動きとなったものの、ロンドン・フィキシングに向けたポジション調整のユーロ売りが

観測されたことから、上値の重い動きとなった。さらに、フランスやイタリアなどでコロナ感染者数が

連日過去最多を更新していることや、ドイツやフランスなどでロックダウンが実施されたこともユーロ

の圧迫要因となった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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